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湖底堆積物コアの加速器℃年代からみた浜名湖の環境変遷史

1. はじめに

馬場直美・杉崎隆一・中井信之

名古屋大学理学部地球科学教室

"464-01 名古屋市千種区不老町

本邦太平洋岸の畳大の汽水湖である浜名湖(水域面積 68.8 kml ) は何時頃誕生し，そ

してどのような変遷をたどってきたのであろうか。汽水湖である浜名湖の古環境変遷

史をひも解く乙とは，古海水準変動や Global か， Local な古気候変動究明の足幽かりむな

るく本冊子の大石・栗山.中井「加速器

の尭見 J .参照〕。 乙の古環境変避を究明するには色々の方法があるが，どの樺な方法

を用いようとも愚も基本になるのは正確な年代尺度であり，それが得られて初めて正

確な堆積速度の移り変わりや，環境変化の Global か Local かの判定が可能になる。しか

しながら，浜名湖底堆積物 lに乙は

物コアの凶C 年代の系統的な測定結果は皆無であつた。

そ乙で，本研究では 1985-1986 年比浜名湖で掘削された 4 本の完新世堆積物コアか

ら採取し得た少量の貝化石と木片を用いて，名古屋大学アイソトープ総合センターの

加速器質量分析計により 14C 年代を測定した。そして，

同定 l七に〈乙こよる年代カか》ら浜名湖の堆積史を明らかにした。

2 研究方法

今回の研究に用いた 4 本の浜名湖堆積物ボーリングコアの採取点を図 1 1/:.示した。

浜名制本湖で 3 点，本欄の東部 i乙位置する庄内湖で 1 点を運び掘削された。 85H- 1 

は本制最深部(水深 12m) で泥質( silty )堆積物が厚く，その南方約 1.7km の 85H-2 と

さらに南西へ約 4.5 km の 8 5H - 3 は水深の浅い地点(両地点共水深 5m) で浅層堆積物

は砂質であった。また庄内湖の 86H-4 は水深 3m で泥質 (silty) 堆積物であった。乙れ

ら 4 掘削コアの慨略は次の通りである C 1 )。

85H-l (1985/12/4-8 掘削)

位置・水深:本湖最深部 3 50 4 5' 5 9" N , 1 370 3 5' 3 1" E )・ 12m

掘削深度:湖底より 1 6. 75 m . 

深部( 1 6. 15m )の l・C 年代 shell ， 7, 1 40 1: 1 40 年 BP (NUTA -316 ). 

8 5H -2 (1985/12/13---21 掘削)

位置・水深 85 H-l の南方約 1.7km (340 45' 03"N , 137035' 31"E) ・約 5m

掘削深度:湖底より 41.72 m 

深部( 36. 6 1 m )の 14C 年代 shell ， 9 ， 720 土 1 30 年 BP (NUT A -330 ). 

8 5 H -3 ( 1 985/1 1/1 5 --.... 30 姻削)

位置・水深 85H-2 の南西方約 4.5km (34043' 57"N , 137033' 54"E) ・約 5m

掘削深度:湖底より 5 0.45 m 

深部 (47.23m) の

86H 一-4 ( 1 986/9/28 ---1 0/2 姻削)
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位置・水深:庄内湖奥部 (340 44' 44"N , 1370 38' 21" E) ・約 3m.

掘削深度:湖底より 24.50m. 

探部 (21.65m) の

注)上記

前 iに乙述述、べた様 iに乙，浜名湖堆積物には従来の β 線 counting 法による I'C 年代測定に充分

の試料を得る乙とができない。しかし 4 本の堆積物ボーリングコアから加速器法で

測定するには充分の量の貝化石と木片が得られ.た。 8 5H-1 コアから 2 層準， 85Hー 2

から 8 層準， 85H-3 から 1 0 層準そして 86H-4 から 1 1 層準の UC 年代値を求めた。

試料はすべて非品質元素状炭素とし，その 3 ....... 5 mg を用いて C- Ag ペレットとした

C 2-4 )。乙の試料調製法の中で一部員化石処理の CaC0 3 → CO z 過程を新しく開発され

た Dry pyrolysis method IC.よってお乙なった C 5 )。乙の様にして調製された C-Ag タ

ーゲットを用いて Tandetron 加速器質量分析計により，加速タ一 E ナル電圧 1.9 MV で It/

13C 比を測定した。

れた "C 年代値を表 1 Iに乙示し fたこ。

14C 年代測定値のほかに， Tephra 層準も年代指憶として用いた。 85H-1 コアには

K -Ah (鬼界アカホヤ火山灰 6， 000 年 BP C 6 ) ), Kg P (カワゴ平パ E ス， 3, 250 :t 70 年

BP C 7 ) )および Os (大沢スコリア， 3, 040 :t 50 年 BP )が， 85H-2 コア比は K-Ah のみが，

85H-3 コアには Oki (隠岐火山灰， 9， 300 年 BPC 8 ) )が， 86H-4 コアには K-Ah ， KgP 

および Os が見出された。乙れら火山灰層準の深度も表 1 I乙示した。そして， Tephra ・年

代と今回得られた 14C 年代値とには良い整合が見られた。

33. 結果と考察

表 1 の

若い約 7 ， 000 年 BP 以蜂の堆積物からなり，本湖南寄りの浅い砂質堆積物 i乙富む 85H- 2.

3 では約 1 0 ， 000 年 BP 以降の堆積物からなっている。一方，床内湖の 86H-4 は約 8， 000

年 BP 以降の堆積物であった。各堆積物コアの

これらの図カか〉ら 85H 一 l と 86H 一 4 はほぽ一定の堆積速度であるの』に乙対して， 85H-2 

と 8 5H-3 は堆積速度が驚くべき大きな変動をしたことがわかる。そして， I'C 年代値と

深度の問で一定層厚では直線関係がみられる。また 85H ー 2， 3 地点では完新世の最高

海水準期比到達する直前 l乙急速な堆積が一時 i乙起った乙とが読みとれる。

堆積速度ぞ各層厚(均一堆積速度)別に計算してみると表 2 のようになった。これ

らの値からも 8 5H-1 と 86H-4 の湖奥の silt 質堆積物の地点ではほぼ一定の堆積速度

を示すが，糊口 l乙近い 85H - 2, 3 の sand 質の地点では， 7， 000 年 BP 頃の堆積速度が桁違

いに大きかったことがわかった。

次 i乙，完新世にはいって以後の堆積の歴史壱眺めてみる。図 6 Iに乙地質住状図と主な

層準の

2, 3 を比較してみると'基底礎層の直上 i乙近い堆積物コア最深部では I'C 年代は約 10， 000

年 BP で，南の湖口 l乙近い程その層準は深くなっている。すなわち，浜名湖誕生当初は

南 l乙低い南北方向の谷地形であったことが推察される。そして，図 K 示した 9， 000 年BP，

8 ， 000 年 BP ， 7 ， 000 年 BP の等年代深度線から明らかなように 7， 000 年 BP 頃の急速な砂質

堆積物の堆積により湖口側程水深の浅い，湖心部程深い現浜名湖を形作った。すなわ
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ち， 7 ， 000 年 BP 頃を境にして逆傾斜の湖底地形となったと結論された。さらに本湖の

糊口近い .85 H ー 2， 3 地点の表層近くの堆積物は削剥又は極端に遅い堆積であった乙と

を示している。

また，堆積有機物の安定炭素同位体比 ( ﾒ 13C )および C/N 比の測定から 85H-l ， 2, 3 

と 8 6H-4 コアの最深部はすべて淡水性の堆積物である乙とが証明主れ( 9 ) ，浜名湖は

1 0, 0 0 0 ...... 8 , 5 0 0 年 BP の聞に淡水湖として誕生し，海水準上昇にともない汽水化が進み，

湖口寄りの地点では 7， 000 年 BP 頃の最高海水準期直前 l乙天竜川扇状地の砂により急速

な糊探の浅化が進んだと結論する乙とができる。

4. おわりに

以上の佃く，加速器による

立てることができ fたこ。この

境同定と環境変遷の研究結果が期待される。
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85H寸. 2. 3 及び 86H-4

コアの地質柱状図，主な

11C年代値と等年代深度

縦軸は現標準海水

面からの深度

線.
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